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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・10/18（木）の障害者合同面接会があり、現在の参加予定者は大下伸治様、若松邦生様、佐羽内裕亮様、上村正暁様。
・電子カルテの操作に関して不明なことは、慶長JGMか小嶋SGMに確認する。両名が不在の時は、JSEのPHS（850）に連絡し確認すること。
・10/4（水）13：30～立ち入り検査があり、各自、転送されたファイルを確認し、準備するようにすること。
・創立記念式典・祝賀会
日時：11/3（金）18：30～21：00（受付開始18：00）
場所：八戸プラザホテル　アーバンホール
夜勤者・遅Ｃ勤務者以外が参加となるため、不参加となる職員は勤務表が掲示され次第、早急に不参加届を提出すること。勤務以外での不参加の職員は10/15(日)までに提出するように。
・利用者様が遅刻や早退をする時は、電子カルテ上で遅刻または早退にチェックをして時間を入力して受け付けをする。
[提出期限]

・9/29（金）疾患別診療計画書　医師の評価不要、利用者様のサイン要す。
・10/4（水）月報提出
・10/10(火) 医療福祉学会PPT
＜利用者様情報＞
デイケア
・福井　彩　様　～帰りのミーティングで自分が妊娠中であることを皆に伝えており、その後は「すっきりしました」と話している。現在悪阻はないが、洗濯洗剤など特定の臭いが不快に感じると話している。今後不調や体調の変化を感じることが増える可能性があることを伝え、変化が生じ困った際にはスタッフへ相談してみるよう促している。
・冨田　紀子　様～左足をかばうように歩いており原因について尋ねると、「わかりません」と話しており痛みについては「ただ歩きにくいだけで痛くないです」と笑顔で話している。今後も今の状態が続いたり悪化するようであれば早めの受診を勧めると「私の病気は急に悪くなって、急に良くなるのでたぶんすぐに良くなると思います」と話している。
・淡路　智恵子様～先日、服薬変更になってから、「人が怖く見えていたことが怖くなくなった」とのこと。しかし前よりも熟眠できないと話しており、次回主治医に伝えるよう話している。デイケアではプログラムに普段通り参加しているが、自主活動や合間の時間に居眠りをしている様子が目立っている。
・植村　啓祐　様～就労回数増加に伴い、本日まででデイケア終了となる。普段通りにプログラムに参加しており、スタッフから声をかけると表情穏やかに応対している。就労回数増加に関する今後の不安を確認し、ナイトケアなど利用可能な支援を伝えていく。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～昨日夕方のミーティングの際にトイレにこもっていることがあり、トイレから出てくると涙を流している。理由を聞くと「家に帰りたくなった」とのこと。1人で帰ることはできない状況であることを振り返ると「家の人来ないとだめだよね」と話している。帰荘後空笑が目立っていたとの情報提供があり、本日のデイナイトケアでも空笑、独語がみられている。また、階段の方へ勝手に行こうとすることがあるため、病状変化に注意し、所在確認を行いながら対応していく。
・小野寺　ノリ様～昨日の夕食を1/2摂取しており、帰荘後の嗜好品の時間に空腹を訴えていたとのこと。本日の昼食は2/3摂取できており、問題はない。

・吉田　キクエ様～昨日の夕食にて義歯を外して食事をしている。本日の昼食時には装着しているが「痛いし外れる」との訴えがある。青風荘スタッフへ情報提供していき、歯科受診を検討していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～来所時の体温測定にて37.2℃となっており、体調を質問している。「いや、特に何もないよ」と不調はないと話しており、酒臭や顔面紅潮はなく、手指振戦は軽度となっている。再検すると36.1℃と解熱し、以降不調の訴えや体調の変化はない。寒暖差が大きくなってきているため、体調管理に気を付けるよう伝えると頷いている。
＜外来情報＞

・富田　紀子　様～睡眠は摂れている。悠々の里は見学したが、行かないと話す。他者へスリッパを切られる事はないとのこと。

・奥山　以似子様～前回の採血結果を伝えている。総タンパク・アルブミンが低めだが、問題ないとのこと。面談中は妄想に左右された発言はない。

・船場　幸子　様～眩暈・立ちくらみなく、気分も落ち着いている。適度に運動し、ゆっくり動くよう助言している。

・中居　美津子様～気分安定しており、セルリアンでも継続して働くことができているとのこと。

・前野　義勝　様～仕事は継続できている。母様の法事があると言うが、精神面は落ち着いている。整形外科通院は継続している。

・鹿原　博夫　様～仕事は自身のペースで行えている。無理のないようにと助言を受けている。

・松川　順子　様～月曜日に一番症状が強いと語るが、幻視や不安などの精神症状他の曜日にも様々な不調を訴える。月経を久しぶりに認めたとのことで、随伴症状はなかったとのこと。精神症状が悪化したり、生活に支障を来すようであれば薬物調整を検討していくこととしている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H29年9月28日（木）13：30～14：00

　担当チーム：工藤

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	千葉　輝夫様
	性別
	男
	年齢
	75歳
	生年月日
	S17年2月19日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の生活維持

	家族希望
	現状の生活維持

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H27年8月4日～現在（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	ヘルパー利用

	住居：

アパートにて単身生活
	家族構成：

長男、長男嫁

	利用制度
	生活保護　　介護保険　要介護3

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、千葉様用プログラム表を作成する。(プログラム内容・時間・場所を入れる)

スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、アドバイスを行うようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイナイトケアに継続して通所し、プログラムに参加できるよう促していく。


	・来所時は介護タクシーを利用し、帰宅は息子様が迎えに来ている。8月に入り、リュックを持たずにタクシーで来所していたが、理由についてはヘルパー来なかったとのこと。

・プログラムへの参加は、他メンバーが、場所移動していても、やりたいことがあればそちらを優先している。その際はスタッフの声掛け、促しで移動しており、参加には積極性は見られていない。作業療法では、今まで得意としていた計算問題（小学1）集中力が低下しており、正解できていない。読書の希望が聞かれるが、居眠りしていることが多く、最近では、紙をハサミで20分間切っていることがあった。

（達成度50％）
	・プログラム参加の際には、スタッフから声を掛け、参加を促していく。また、プログラムについては、読書を希望し居眠りしていることが多いため、息子様が用意していた計算問題、字の練習帳を促していき、認知機能の低下を防止していく。目標は継続とする。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温・服薬)は、スタッフ声掛けにて行っている。リュックにしまったものがわからなくなり、何度も確認する様子が見られている。ロッカーの鍵を家の鍵と一緒にチェーンにつけていることあり介入要す。先日は、他利用者のリュックが無くなったと訴えがあり、捜索すると千葉様のロッカーに入っているのを発見している。他にも他者の物がロッカーやポケットに入っており、自分のものだと思い込んで閉まっている可能性が考えられる。記憶力の低下が目立っているため、都度スタッフが介入し、質問しながら思い出せるよう関わりを持っていく。夕食準備時、配膳していた他者の漬物を間違って食することがあり介入している。介入に拒否はないが他者の物を食べてしまった事が分かっていない様子が見られている。入浴時は、湯船に30分以上つかっているため、5分おきに声掛けするが、返事はするが湯船から出て来ない。湯船につかる時間が長いと、以前も具合が悪くなった事があるため、今後も湯船の温度を調整し声掛けしていく。（達成度50％）
	現状、本人自身わからないという自覚は無く、自分から確認する能力を向上させることは難しい。その為、②の目標は削除し、スタッフ対応として、今後も、本人が困っているような様子が見られた際には、状況を確認し対応していくこととする。

	その他
身体接触のある際は、都度介入し状況を踏まえ行動できるようになる。
	服薬が変更となり易怒性は出現せず落ち着いている。常に居眠りしており、女性への身体接触（耳を突然触り）や話し掛けが以前に比べ、少なくなっている。
	今後も様子観察し、身体接触がある際は、都度介入し状況を踏まえ声掛けしていく。

	
	要介護1→3となり、介護保険サービスを使用したいことから、現在、青陽館デイナイトケアを月曜日～木曜日、金、土曜日を南陽館のデイサービスを利用（日曜日は家族が見る）てであったが、10月1日から、青陽館デイナイトケアを月曜日～水曜日、木～土曜日を南陽館のデイサービスを利用することとなっている。また、隔週で南山苑ショートステイを日、月で利用。利用した週は、青陽館の利用は火・水となる。
	ショートステイは、特に問題なく利用できているとのこと。(息子様より)


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、残されている能力を使って認知機能の低下を予防していく。
	①デイナイトケアに継続して通所し、プログラムに参加できるようになる。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)また、わからない事はすぐに確認できるように本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認していく。


